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愛知県碧南市の新川(汽水域)および三河湾

の奥に位置する衣浦湾(海域)でミシシッピアカ

ミミガメ(Trachemys scripta elegans)を発見し

たので報告する．それぞれの発見場所を図１

に示した．

発見例A (新川)

2015年５月６日11時頃，新川の左岸におい

て，消波ブロック上で甲羅干しをしていたミシシ

ッピアカミミガメ３匹(図２)を目視確認した(発見

者：杉浦)．この発見地(図１のA１地点)は河口

からおよそ２㎞上流の新川水門の上流側であ

った．３匹の他に水面を泳ぐ１匹も確認した．い

ずれも水門横の橋上からの目視のみであった

ため，性別は不明であるが，カメのサイズはブ

ロックサイズとの比較から，いずれも背甲長20

㎝前後と思われる．

同年10月31日に再度確認に行ったところ，15

時半頃，ミシシッピアカミミガメ１匹(図３)を新川

水門の下流側(図１のA２地点)で発見した(発見

者：楠田)．道路上からの目視確認のみであっ

たため正確な背甲長は不明だが，20㎝前後と

図1．愛知県碧南市の汽水域および海域における

ミシシッピアカミミガメの発見場所 （国土地理院の

Web地理院地図に加筆．太線内が碧南市内．）

思われた．また，前肢の爪の長さや頭部および前肢の明瞭な模様から，性別は雌の可能性が高いと考え

られる．

発見場所の新川は，油ヶ淵(天然湖沼)と衣浦湾をつなぐ全長2.4㎞の二級河川である．油ヶ淵には長田

川と半場川などが流入し，高浜川と新川で衣浦湾へとつながっている．油ヶ淵は，周辺地盤が海抜０mで

あるため，新川などから海水が流入する汽水域となっており，汽水生と淡水生の魚種が確認されている(

碧南市，2013)．したがって，新川全体には海水が流入し，常に汽水域または海水域になっているものと思

われる．
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発見例B (衣浦湾)

2015年５月６日13時頃，衣浦湾の海面を泳ぐミシシッピアカミミガメの幼体を，近くの釣り客数人と共に発

見した(発見者：杉浦，写真なし)．陸上からの目視確認のため正確なサイズは不明であったが，背甲長５

～10㎝程度と思われる．この発見地Bは，愛知県碧南市の碧南釣り公園前の岸壁付近で，近くの蜆川(二

級河川)の河口からおよそ600mの海側であった(図１のB地点)．

今回の発見場所周辺の汽水域では，ミシシッピアカミミガメの生息が以前から知られていたものの(碧南

市，2013)，全国的に汽水域および海域での発見例についての文献報告はほとんど見当たらない．一方，

砂浜海岸での発見例はいくつかの報告があり，またWeb上の個人記事としても散見される．兵庫県豊岡市

および京都府京丹後市の砂浜海岸における漂着生物調査では，2004年10～11月に，ニホンイシガメ

(Mauremys japonica)，クサガメ(Mauremys reevesii )，ミシシッピアカミミガメの３種計13匹が発見されている

(竹田，2005)．また，静岡県浜松市の砂浜海岸では，2011年9月に海から上陸してきたミシシッピアカミミガ

メの目撃例が報告されている(山本・亀崎，2011)．いずれの例も数日前に台風が到来していたことから，増

水により近くの河川から流され，その後漂着したものと推測されている．

事例Aでは，新川および油ヶ淵の上流に位置する長田川または半場川，また事例Bでは蜆川もしくは同

じ水系でミシシッピアカミミガメが確認されている隣接の矢作川(矢部他，2010)から，それぞれ降雨による

図２．愛知県碧南市の新川水門の上流側の消波ブロック上で甲羅干
しをしていたミシシッピアカミミガメ（2015年5月6日11時4分撮影）

図３．愛知県碧南市の新川水門の下流側で発見し
たミシシッピアカミミガメ（2015年10月31日15時27分撮
影） 2枚の写真は同一個体
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増水で流されてきた可能性や，遺棄の可能性も考えられるが，由来は不明である．発見日前の愛知県西

部地方の天候を表１に示した．2015年５月６日の発見例A１では前々日に降雨があったが，10月31日の発

見例A2では雨天日は１ヶ月前であった．

油ヶ淵および流入河川における平成５年度から25年度までの５年ごとの調査では，10，15，20，25年

度においてミシシッピアカミミガメが確認され，定着の可能性が指摘されている(碧南市，2013)．また，発見

地A２の個体(図３)では，背甲の頭側に凸部が認められ，写真のみのため同定できなかったが，フジツボ

類もしくは貝類が固着している可能性が考えられた．これらのことから，ミシシッピアカミミガメは汽水域で

は長期に生存可能であり，海水中でも少なくとも数日程度は生きられるものと考えられた．

海域を通して隣接する河川等へ分布を広げられる可能性もあることから，今後，汽水域における個体の

繁殖状況についても調査が必要である．
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表１．ミシシッピアカミミガメの発見日（2015年5月6日と10月31日）までの愛知県西部地方（名古屋）の天候

5月 1日 2日 3日 4日 5日 6日

天気 晴 晴 曇 雨 晴 曇

最高気温(℃) 27 29 26 20 26 25

最低気温(℃) 15 16 17 17 15 14

10月 26日 27日 28日 29日 30日 31日

天気 晴 曇 晴 晴 晴 晴

最高気温(℃) 21 24 23 21 20 18

最低気温(℃) 8 12 17 13 12 10

※ 5月1日以前の雨天日は4月20日

※ 10月26日以前の雨天日は10月1日


